
２１世紀ロボットチャレンジプログラム２１世紀ロボットチャレンジプログラム
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ロボットの開発基盤となる
ソフトウェア上の基盤整備

人間協調・共存型ロボット開発
１９９８～２００２年度

ロ
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ッ
ト
産
業
の
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の
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民間企業によるロボット産業の拡大・発展

次世代ロボットへの具体的なニーズを踏まえた社会環境整備
（標準化、安全基準等）

２００２～２００６年度

次世代ロボット基盤的
要素技術開発
２００３～２００５年度

次世代ロボットに対する
具体的ニーズの分析

製造現場におけるロボット活用の
拡大可能性についての検討

具体的なニーズを
社会環境整備に反映

次世代ロボット
実用化プロジェクト
２００４～２００５年度

次世代
ロボットビジョン
懇談会

ロボット応用ニーズ発掘事業
（アイデア公募事業）

２００５年までに、
国民の潜在ニーズが
高いと考えられるロ
ボットについて開発
を本格化させる

２００９年まで
に、これらロボ
ットの製品化の
進展を図る

市場規模５千億円
雇用規模 約１万人 政策目標

２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００９ ２０１０
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市場規模約 ３兆円

雇用規模約７．２万人

○民間企業等による
ロボット開発の活性化
○ロボット産業への
参入企業の拡大

ロボット技術のマッチング事業
（ロボット部品見本市）

２００２～２００５年度

社
会
環
境
整
備


